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はじめに
ニホンザリガニCambaroides japonicas（De Haan, 

1841）は，北海道と青森県の広い範囲，そして
秋田県と岩手県の北部に分布する日本固有種で
ある（齋藤1996；Kawai & Fitzpatrick 2004；川井ら
2009；Koizumi et al. 2012）．近年，宅地化に伴う生
息地の開発や，水質汚染などによって個体数が減
少していることから環境省のレッドデータブック
では絶滅危惧 II類（VU）に判定されている（武田 

2014）．
知床半島における本種の分布は，Kawai & 

Fitzpatrick（2004）がUtoro（斜里町ウトロ）で，川井
ら（2009）が羅臼側で確認している（図）．本調査で
は，イワウベツ川で進められている河畔林と河川
の再生事業の基礎調査の一環として，ニホンザリ
ガニの生息確認を行った．

調査地および方法
2012年9月28日から29日，北海道斜里郡斜里

町のイワウベツ川およびホロベツ川において調査
を行った（図）．調査はUsio（2007）を参考に，図の
破線で示した支流それぞれで，下流から川を遡行
しながらニホンザリガニの生息していそうな広葉
樹に囲まれた流れの緩やかな場所で行った．捕獲
は，川底を手で撹拌し濁りを嫌ってはい出てくる
個体を探すか，石や倒木を反転させ巣穴に隠れて
いる個体を網や手ですくい取る方法で行った．

結果および考察
ニホンザリガニは，最大でも全長6 cm程度の大
きさで動きも鈍い．生息地の大部分は，広葉樹に
囲まれ，豊富な堆積微生物を含む低勾配の河川で
ある（Usio 2007）．知床半島のような急勾配の河
川が連続するような場所は，生息に不適と考えら
れるが，ウトロや羅臼側で生息が確認され，北海
道の離島および半島などにも分布する（Kawai & 

Fitzpatrick 2004；川井ら2009; Koizumi et al. 2012）．
このことから，本調査でも発見が期待されたが，ニ
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We tried to find native Japanese crayfish Cambaroides japonicas (De Haan, 1841) in Iwaubetsu River 
and Horobetsu River of Shiretoko Peninsula, Hokkaido Island, Japan on 28 to 29 Sept. 2012. We 
investigated eight tributaries of Iwaubetsu and Horobetsu River. But we couldn’t catch crayfish. This 
crayfish is distributed in Shiretoko Peninsula. In order to conclude whether it inhabits or not in this 
study area, we need further research effort.
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ホンザリガニの生息を確認することはできなかっ
た．

おわりに
本稿をまとめるにあたっては，公益財団法人知
床財団の松林良太氏にご助力頂いた．また，齋藤
和範氏，知床博物館の村上隆広氏には，貴重な文
献を拝見させて頂いた．加えて，Bastide Frederic氏
には英文の校閲をして頂いた．ここに記して，感
謝の意を表す．
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図．調査地点．波線は 8箇所の調
査支流を示す（A–H）．★：既知の
産地（Kawai & Fitzpatrick 2004；川井
ら 2009）．Fig. Investigation site. The 
broken lines show eight investigation 
tributaries (A–H). ★ : Representative 
localities hitherto known.
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